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	報 告 者 氏 名
	鈴木　國央

	大 会 名　　　　　
	2011　世界選手権

	開 催 地　　　　　
	ネーピア、ニュージーランド

	大 会 期 間    　　
	2011年12月31日～2012年1月10日


	チャーター艇

メーカー
	上海FAREAST
	マスト、ブーム

スプリット
	Opti Parts
	ダガーボード

ラダー、ティラー
	FAR EAST


	気象について
	1月の南半球と言うことで、真夏のイメージで渡航したが、現地の気温は予想よりも低く、寒い日が続いた。しかし、晴れ間が広がると、強烈な日差しと紫外線がきつく、寒さ対策、紫外線対策の両方を考えなければならなかった。

	　海面（湖面）の

　特徴や風の傾向
	レース海面はHowks Bayという大きな湾内だったが、ほぼ外洋という印象だった。晴れればシーブリーズが入り、20kt近くまであがるようだが、レース中は曇りが続いたため、オンショアの強風は1日のみとなった。オンショアの風は波が悪く選手達を苦しめた。海面は外洋の海流が流れ込み、オプティミストにとってはかなり強い潮が海面を流れていた。

	　帆走指示書内容

　で特記事項
	特になし

	　レースコース図
	　　写真に撮って、画像データとして添付して下さい



	　コーチボート

　について
	ニュージーランド製のアルミハルのリブが準備され配艇された。4.8㍍に40馬力の4ストだったので、10艇のオプティミストを曳航するには、少しパワー不足を感じた。今回はスペインチームとシェアーし、レース前の練習方法、サポート体制など、特に問題なくコミュニケーションを取ることが出来た。

	　選手の特徴、体格


	シンガポールチームの活躍が目立った。5人中4人が女の子のチームで構成され、軽風のレースでは全艇が常に上位にまとまっている印象。体格については日本チームよりやや小さく軽い感じ。

	　艤装品について
	今回の大会ではおおよそ80％の選手がJ Sailを使用している印象だった。シンガポールチームは全艇がJ Sailを使用していた。また、日本人選手よりも細いメインシートを使っている。小さな選手は、強風域になるとメインシートのテークルを1/4に増やしていた。

	　セッティング等
	J Sailとノースセイルではセッティングが異なるため、差を比べることは出来ないが、強風のレースになると日本人選手はレーキを倒しているが、海外選手はヘルムを消すために、レーキを起こしていた。

	　海上での練習方法
	今回のように他国のチームとボートをシェアーする場合、グローバルな練習方法を習得しておくことで、レース前練習の効率化を図れる。特にレース海面まで曳航で40分を要したため。日本人選手はラビットスタートの練習が足りないようで、効率的な練習が出来なかったように感じた。

	　セーリング技術
	シンガポール選手は軽風域で、メイントリムとティラーコントロールにより、とにかくボートを止めないようにセーリングしている印象だった。強風になるとさすがに体重負けしていたが、軽風域のスピードは目を見張る物があった。

	　戦術、戦略など
	上位選手はスタートからとにかく狙っている。上有利、下有利のどちらでも、とにかくエッジからスタートしていた。

	　日本選手が

　劣っていること
	世界選手権レベルでのスタートのイメージが出来ておらず、かなり前半戦で苦労しているように見えた。レース以外のことではあるが、レース前の準備、片付けが遅い。次の日のレースのために何が必要で、どの方法が効率的か、各自で考える力を身につけて欲しい。

	　日本選手が

　勝っていること
	強風域のハイクアウトはとても頑張っており、他の国の選手よりも勝っているように見えた。また、艇を扱う丁寧さは、他の選手に比べ大事に取り扱っていた。

	　日本チームとして

の課題
	サポート体制も万全で、チームとして特に課題はないように感じた。

	　ＪＯＤＡへの要望
	コーチングの責任者を設けて、長期的に指導出来る体制を築いて頂きたい。

	　　　その他
	


ご協力ありがとうございました　　　　　　　　　ＪＯＤＡ海外派遣委員会

